
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の

登
録

　

令
和 

４
年
11
月
30
日
、
国
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財「
平
戸

の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
」（
以
下
、「
ジ
ャ

ン
ガ
ラ
」と
表
記
）を
含
む「
風
流

踊
」が
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産（
以
下
、「
世
界
遺
産
」と
表

記
）に
正
式
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
か
ら
数
百
年
間
、

平
戸
各
地
で
守
り
、
受
け
継
が

れ
て
き
た
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
は
、
神
社

仏
閣
に
踊
り
を
奉
納
し
、
雨
乞
い

や
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
す
。

　

各
地
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ

ン
ガ
ラ
は
、
城
下
組 (

戸
石
川
・

川
内
・
山
中)

で
は
中
踊
り
の
１

〜
２
人
が
、
下
組(

宝
亀
・
紐

差
・
根
獅
子)

と
大
下
組(

中
津

良
・
津
吉
・
野
子
・
大
志
々
伎)

で
は
中
踊
り
の
２
人
組
が
中
心
に

な
っ
て
踊
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
14
日
に
野
子
・
大
志
々

伎
、
15
日
に
宝
亀
・
紐
差
・
根

獅
子
・
中
津
良
・
津
吉
、
16
日

に
川
内
・
山
中
、
18
日
に
平
戸

の
日
程
で
奉
納
さ
れ
、
早
朝
か
ら

夜
遅
く
ま
で
笛
、
鉦
、
太
鼓
の

囃
子
が
響
き
渡
り
ま
す
。

Intervew
　

戸
石
川
、
川
内
、
山
中
か
ら

な
る
城
下
組
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
は
、

他
地
区
と
比
べ
軽
快
な
リ
ズ
ム
の

囃
子
が
特
徴
で
す
。

　

山
中
自
安
和
楽
保
存
会
総
代

の
米
倉
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
晴
れ
舞
台

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
披
露
す
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
。

　

特
に
、
中
学
校
で
の
講
習
や
、

鄭
成
功
ま
つ
り
前
夜
祭
や
地
区
の

敬
老
会
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

ジ
ャ
ン
ガ
ラ
に
触
れ
る
機
会
が
増

え
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

　

今
後
、
無
形
文
化
遺
産
登
録

式
典
で
出
会
っ
た
他
の「
風
流
踊
」

の
皆
さ
ん
と
交
流
し
つ
つ
、
力
を

合
わ
せ
て
継
承
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

山
中
自
安
和
楽
保
存
会

総
代
　
米
倉
　

秀
雄
　

さ
ん

ふ
り
ゅ
う

お
ど
り

か
ね

は
や
し

ジ
ャ
ン
ガ
ラ

　

８
月
11
日
〜
18
日
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産「
風
流
踊
」の
１
つ
で
あ
る「
平
戸
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ

地
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
特
集
で
は
、

が
れ
る
伝
統
を
紹
介
し
ま
す
。

」が
、
４
年
ぶ
り
に
各

各
地
で
受
け
継
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世
界
に
誇
る
平
戸
の
伝
統

特
集

問 

文
化
交
流
課
文
化
遺
産
班（
☎
22-

９
１
４
３
）カトリック宝亀教会前での奉納（宝亀）

城
下
組

―
 

Ｃａｓ
ｔ
ｌｅ 

ｔｏｗｎ 

Ｇｒｏｕｐ ―

戸
石
川
・
川
内
・
山
中亀岡神社での奉納（戸石川）

無形文化遺産登録式典（米倉総代）

中野愛児園児童へ披露（山中）

川内浦地区での奉納（川内）

妙観寺での奉納（山中）

よ
ね
く
ら

ひ
で
お



Intervew

中
津
良
自
安
和
楽
保
存
会

師
匠
　
吉
永
　

大
蔵
　

さ
ん

池八幡神社での奉納（中津良）

津吉地区での披露（津吉）※コロナ禍前開催分

志々伎漁協での披露（大志々伎）

阿弥陀寺での奉納（野子）

船に乗って登場する演者の皆さん（中津良） カトリック紐差教会前での奉納（紐差）

よ
し
な
が

だ
い
ぞ
う
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大
下
組

―
 

Ｓｏｕ
ｔ
ｈｅｒｎｍｏｓ
ｔ 

Ｇｒｏｕｐ ―

下 
組

―
 

Ｓｏｕ
ｔ
ｈｅｒｎ 
Ｇｒｏｕｐ ―

中
津
良
・
津
吉
・
野
子
・
大
志
々
伎

宝
亀
・
紐
差
・
根
獅
子

Intervew
　

下
組
は
、
根
獅
子
で
は
人
津

久
の
浜
に
船
か
ら
上
陸
し
、
宝

亀
・
紐
差
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

前
で
奉
納
す
る
な
ど
、
美
し
い
海

や
織
り
な
す
信
仰
と
い
う
平
戸
を

象
徴
す
る
舞
台
で
舞
い
踊
り
ま
す
。

　

紐
差
自
安
和
楽
保
存
会
会
長

の
幾
世
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

自
安
和
楽
の
名
の
ご
と
く

　
紐
差
で
は
、
近
年
の
酷
暑
や

担
い
手
不
足
へ
の
対
策
と
し
て
、

奉
納
時
間
を
午
前
７
時
〜
午
後

６
時
へ
短
縮
し
、
男
性
の
み
だ
っ

た
中
打
ち
の
演
者
に
、
小
中
学

生
の
女
の
子
を
起
用
し
ま
し
た
。

　

演
者
も
観
衆
の
皆
さ
ん
も
、

「
自
ラ
安
ン
ジ
テ
和
ヲ
モ
ッ
テ
楽

ト
ス
」と
い
う
名
前
の
よ
う
に
、

と
て
も
楽
し
ん
で
い
る
空
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

紐
差
自
安
和
楽
保
存
会

会
長
　
幾
世
　

知
也
　

さ
ん

根獅子小学校での奉納（根獅子）

宝亀浦地区へ向かう行列（宝亀）

根獅子地区での行列（根獅子）

三輪神社での奉納（紐差）

　

大
下
組
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
は
、
他

地
区
と
比
べ
ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ

ズ
ム
の
囃
子
や
、
市
内
各
地
に
伝

わ
る
須
古
踊
り
と
共
通
す
る「
花

杖
」な
ど
、
志
々
伎
神
社
で
奉
納

さ
れ
た
原
型
に
近
い
と
さ
れ
ま
す
。

　

中
津
良
自
安
和
楽
保
存
会
師

匠
の
吉
永
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

地
域
の
垣
根
を
超
え
て

　
中
津
良
で
は
、
猪
渡
谷
か
ら

堤
ま
で
船
で
渡
り
各
地
を
練
り

歩
き
ま
す
。
ま
た
、
他
地
区
よ

り
も
さ
ら
に
派
手
な
花
飾
り
は
、

観
衆
の
皆
さ
ん
の
目
を
ひ
と
際
引

い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

以
前
は
上
中
津
良
町
だ
け
で

奉
納
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
下

中
津
良
町
、
敷
佐
町
、
猪
渡
谷

町
、
堤
町
と
地
域
の
垣
根
を
超

え
て
み
ん
な
で
継
承
し
て
い
ま
す
。

い
く
せ

と
も
な
り


